
米取引に関する有識者との懇談会（第５回概要）

１．日時：平成23年10月18日（火）13:30～15:30

２．場所：農林水産省第３特別会議室

３．概要：

（平成23年産米取引の状況について）
○ 23年産米の概算金・取引価格は22年産米に比べ高値でスター

トしており、21年産米の価格水準程度となるのではないかとの
意見。

○ 一方、需要面で見ると、家庭に22年産米の在庫が相当残って
いるのでは等の不確定要素もあり、21年産米の価格水準まで上
がるか不安があるとの意見。

○ 作況がこのままであれば、需給はやや過剰気味と想定される
も、卸は現物を持っていないと不安なため、今は価格が下がっ
ていない。いつか反転するのではないかとの意見。

○ 22年産米では価格が下がったために業務用でもコシヒカリが
使われるケースが見られたが、23年産ではランクの低い銘柄に
代える動きが見られるとの意見。

○ 例年は西日本で集荷・販売されている米が東日本に流れてい
るため、西日本の卸には米の確保に困難を来たしているケース
も見られるなど、例年とは異なる流通状況になっているのでは
との意見。

○ 加工用米については東日本大震災後生産数量が減少しており、
結果、市場で取引されたものでは、高値での取引が成立したケ
ースがあるとの意見。

（米の放射性物質調査について）
○ 玄米から米ぬかへの移行係数を早く決めるべき。また、一定

水準を超える放射性物質が検出された玄米については、何らか
の対応を取るべきではないかとの意見。

○ 放射性物質が検出された玄米から生じる米ぬかの管理方法を
工夫しないと、米ぬかの適切な管理ができない業者による取引
拒否の動きが生じるなど、米全体の流通が滞ることとなるので、
早急な対策が必要との意見。

○ 業者・消費者からの古米に対するニーズは強いとの意見。

（米先物試験上場の状況について）
○ 米の先物取引の出来高が少ないのは、投資家の関心が今一つ

であることが要因ではないかとの意見。
○ 一方、地方では米の先物取引に興味を示す声や取引口座を開

設したいという声も聞くとの意見。
○ 東穀の出来高が少ない要因として、受渡供用品の種類が多く、

現物決済時に希望する銘柄が手に入らない可能性があることも
あるのではないかとの意見。

－以上－


